
市
長
提
出
議
案

議
案
第
45
号

　蓮
田
市
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
に

　岩い
わ
さ
き﨑

　理
お
さ
む 

氏
を
選
任

　蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
中
野
諭
氏

の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
と
し

て
岩
﨑
理
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

　

岩
﨑　

理　

氏
／
38
歳

議
案
第
46
号

　蓮
田
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
申
請
を
可
能
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
の
証
明
書
交

付
の
開
始
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。改

正
の
内
容
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
多
機
能
端
末
機

か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
申
請
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
発
行

１
枚
あ
た
り
約
２
８
８
０
円

の
経
費
は
高
す
ぎ
る

反対討論
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
の
多
機

能
端
末
機
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

各
証
明
書
等
の
取
得
の
た
め
、
条
例
に
規
定
を
加

え
る
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
誘
導
策

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
発
行
見
込
み
枚
数
や
今
後
の
年
間
保
守

料
・
負
担
金
等
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
計
算

す
る
と
、
発
行
１
件
あ
た
り
約
２
８
８
０
円
も
の

市
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

各
証
明
書
の
取
得
は
、
市
役
所
、
駅
西
口
行
政

セ
ン
タ
ー
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

も
行
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
多
額
の
コ
ス
ト
を
か
け

て
行
う
べ
き
か
は
大
き
な
疑
問
が
あ
る
た
め
、
日

９月定例会
会期８/30㊋▶９/29㊍	

蓮
田
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

　20
議
案
を
同
意
・
可
決
・
認
定

令
和
４
年
９
月
定
例
会
は
、
去
る
８
月
30
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
31
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
令
和
４
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）」「
令
和
３
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な

ど
19
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て
、「
令
和
４
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）」
の
１
議
案
が
、
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
蓮
田
市
議
会
政
務

活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

総
員
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

定例会初日　議案の提案説明を行う山口市長
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本
共
産
党
は
反
対
し
ま
す
。

議
案
第
47
号

　蓮
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇

対
象
期
間
を
拡
大

　人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
職
員
の
育

児
参
加
の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間
を
拡
大
す
る

も
の
で
す
。

　改
正
の
内
容
は
、
特
別
休
暇
の
う
ち
、
育
児
参

加
の
た
め
の
休
暇
に
つ
い
て
、
取
得
対
象
期
間
を

「
産
後
８
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
」
か
ら
「
子

が
１
歳
に
達
す
る
日
ま
で
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
48
号

　職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
取
得
に

係
る
規
定
等
を
整
備

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
非
常
勤
職

員
の
育
児
休
業
の
取
得
を
緩
和
す
る
も
の
で
す
。

改
正
の
主
な
内
容
は
、
非
常
勤
職
員
の
子
の
出

生
後
８
週
間
以
内
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩

和
、
非
常
勤
職
員
の
子
が
１
歳
以
降
の
育
児
休
業

の
取
得
の
柔
軟
化
、
育
児
休
業
の
取
得
制
限
の
緩

和
等
に
係
る
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
49
号

　蓮
田
市
手
数
料
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

改
正
の
主
な
内
容
は
、
長
期
優
良
住
宅
維
持
保

全
計
画
の
認
定
審
査
手
数
料
の
金
額
を
定
め
る
こ

と
で
す
。

議
案
第
50
号

　令
和
４
年
度 

蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
関
連
の
支
援
を
延
長

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
20
億
２
３
１
６
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
２
２
７
億
２
３
５
０
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
は
５
億
２

３
４
４
万
１
０
０
０
円
の
増
額
、
国
庫
支
出
金
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
１
億
５
５
０
６
万
５
０
０
０
円
を
計
上
。

繰
越
金
は
、
10
億
５
４
４
４
万
１
０
０
０
円
の
増

額
で
す
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
で
は
、
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
生
活
及
び
経
済

活
動
の
支
援
を
延
長
し
、
水
道
事
業
会
計
へ
の
補

助
に
要
す
る
経
費
。
公
共
交
通
事
業
者
の
経
営
を

支
援
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
。
基
金
へ
の
積
立

と
し
て
、
財
政
調
整
基
金
に
８
億
５
３
１
０
万
円
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
に
５
億
円
を
積
立
て
ま
す
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
は
、
本
年
度
中
に
契
約
を

締
結
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
設
定
す
る
も
の
で
す
。

地
方
債
の
補
正
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
可

能
額
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、
追
加
及
び
変
更
を
行

う
も
の
で
す
。

市
民
の
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
活

用
推
進
事
業
に
は
反
対

反対討論
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
活
用
推
進
事
業
の
目
的
の

１
つ
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
当
初
の
税
・
社
会
保

障
、
災
害
対
策
の
み
な
ら
ず
、
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
、
個
人
預
貯
金
口
座
、
特
定
健
診
情
報

等
、
利
用
範
囲
を
拡
大
し
て
個
人
情
報
を
一
括
管

理
し
、
徴
収
強
化
、
給
付
削
減
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
国
民
が
自
分
自
身
で
情
報
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
権
利
を
保
障
す
る
仕
組
み
が
ま

だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
日
本
共

産
党
は
反
対
し
ま
す
。

議
案
第
51
号

　令
和
４
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
へ

積
み
立
て
な
ど

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
１
１
０
２
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
62
億
６
５
４
０
万
６
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　今定例会における市長からの行政報告は 12 件で、

次のとおりです。

１　新型コロナウイルス感染症対策について

２　蓮田市制施行 50 周年記念事業について

３　令和３年度工事及び委託の入札結果について

４　東日本大震災関連の取り組み状況について

５　第 14 回うたやの森フェスティバルについて

６　�地下鉄７号線建設誘致に向けた取り組み状況につ

いて

７　�市道 1472 号線（東埼玉病院敷地内）の供用開始

について

８　蓮田市の未来を語る子ども議会について

９　�国指定史跡黒浜貝塚第８期整備事業の進捗状況に

ついて

10　令和５年蓮田市成人式　二十歳を祝う会について

11　�蓮田市総合市民体育館大規模改修及びサブア

リーナ増築事業について

12　各部の主な事業の進捗状況について

市長の行政報告
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主
な
内
容
は
、
令
和
３
年
度
決
算
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
へ
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

議
案
第
52
号

　令
和
４
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

広
域
連
合
へ
の
保
険
料
等
の
納
付

金
の
増
額
な
ど

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
５
９
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
11
億
４
９
５
３
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
保
険
料
等
の
納
付
金
の
増
額
、
人
事
異
動
に
伴

う
職
員
給
与
費
の
減
額
な
ど
で
す
。

議
案
第
53
号

　令
和
４
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

低
所
得
者
保
険
料
軽
減
負
担
金
の
交

付
決
定
に
伴
う
保
険
料
の
減
額
な
ど

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
５
７
６
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
59
億
２
３
２
９
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　主
な
内
容
は
、
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
負
担
金

の
交
付
決
定
に
伴
う
保
険
料
の
減
額
、
令
和
３
年

度
介
護
給
付
費
等
の
確
定
に
伴
う
精
算
返
還
金
及

び
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
で
す
。

議
案
第
54
号

　令
和
４
年
度
蓮
田
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

水
道
料
金
の
減
額
に
伴
う
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
等
を
計
上

　収
益
的
収
入
及
び
資
本
的
支
出
の
減
額
補
正
、

収
益
的
支
出
の
増
額
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　主
な
も
の
は
、
収
益
的
収
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
市
民
生
活
及
び

経
済
活
動
の
支
援
を
継
続
す
る
た
め
、
水
道
料
金

の
減
額
措
置
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
伴
い
、
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

収
益
的
支
出
は
、
電
気
料
金
変
動
に
伴
う
動
力
費

の
増
額
と
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
に
よ
る
も
の

で
す
。

議
案
第
55
号

　令
和
４
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

下
水
道
事
業
収
益
及
び
農
業
集
落
排

水
事
業
収
益
等
を
減
額

収
益
的
収
入
及
び
収
益
的
支
出
並
び
に
資
本

的
収
入
の
減
額
補
正
、
資
本
的
支
出
の
増
額
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

主
な
も
の
は
、
収
益
的
収
入
は
、
下
水
道
事

業
収
益
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
収
益
に
つ
い
て
、

下
水
道
使
用
料
収
入
等
が
減
収
と
な
る
見
込
み
の

た
め
減
額
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
資
本
的
収
入

に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
入
の
一
般
会
計
補
助
金

を
組
み
換
え
し
、
資
本
的
収
入
の
一
般
会
計
補
助

金
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
64
号

　令
和
４
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
か
か
る
経
費
等
を
計
上

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
億
１
５
５
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

２
３
３
億
３
９
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
負
担
金
及
び
補
助
金
並

び
に
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金
事
業
に
係
る
補
助
金
を
そ
れ
ぞ
れ
計

上
。
歳
出
は
、
歳
入
を
受
け
て
、
特
に
家
計
へ
の

影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
家
計
急

変
世
帯
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
を
支

給
す
る
た
め
の
経
費
。
ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
係
る
経
費
で
す
。

議
員
提
出
議
案

議
案
第
６
号
議
案

　蓮
田
市
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
の
返
還

額
を
改
正

改
正
の
内
容
は
、
議
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
の

政
務
活
動
費
の
返
還
に
つ
い
て
、
月
割
計
算
に
よ

り
算
出
し
た
額
（
調
整
額
）
を
控
除
し
た
額
を
返

還
す
る
も
の
に
改
め
、
政
務
活
動
に
要
す
る
経
費

と
し
て
支
出
し
た
額
が
、
調
整
額
に
満
た
な
い
場

合
は
、
そ
の
残
余
の
額
も
返
還
す
る
も
の
に
改
め

る
も
の
で
す
。

ホームページで
会議録が閲覧
できます

　議
案
の
審
議
内
容
や
一
般
質
問
な

ど
を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か

た
は
、
市
議
会
会
議
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
市
役
所
な
ど
の
公
共
施

設
に
備
え
て
あ
っ
た
会
議
録
は
、今
ま

で
と
同
様
に
次
の
施
設
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　●
市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　●
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　●
図
書
館

　●
中
央
公
民
館
及
び
関
山
分
館

　●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　●
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー

https://www.city.hasuda
.saitama.jp/

4はすだ市議会だより　第 123 号




